
 ＯＥＣＤ ＦＡＯ ＡＳＥＡＮ 
実施期間 1999～2003年 2000～2006年 2000～2006年 

対象地域 先進国 開発途上国 アセアン加盟国 

分析対象 農業の多面的機能 農業の役割 水田農業の多面的機能 

主な概念 一体的生産、外部性 間接的な波及効果、 外部性 
 ・公共財的性格 外部性 

作業内容 分析枠組み、 分析枠組み、定量評価 定量評価 
 政策含意 （６分野）、政策指針（貧 
  困削減と環境便益のみ） 

成 果 物 書籍 書籍、論文、ウェッブ 国別報告書 
  サイトによる情報提供 

参 加 者 主に政策担当者 主に研究者 政策担当者と研究者 

第１表　農業の多面的機能に関する分析内容の比較 

資料：筆者作成　 
注：OECDでは、2004年以降も多面的機能の個別事項に関する分析作業は続けられている。 

は
じ
め
に
 

 　
1
9
9
9
年
に
制
定
さ
れ
た
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
に
お
い
て
、
我
が
国
農

業
政
策
上
の
基
本
的
な
目
標
と
さ
れ
た
「
農

業
の
多
面
的
機
能
」
は
、
2
0
0
0
年
か
ら

開
始
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
お
い
て
も
、

我
が
国
の
主
張
の
コ
ア
と
な
る
概
念
で
あ
り
、

他
国
と
の
連
携
を
確
保
す
る
上
で
の
鍵
と
位

置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
国
際
交
渉

へ
の
反
映
も
念
頭
に
、
我
が
国
は
1
9
9
0

年
代
後
半
以
降
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の

各
事
務
局
に
対
し
て
資
金
の
拠
出
や
専
門
家

の
派
遣
を
行
い
、
多
面
的
機
能
に
関
す
る
国

際
的
な
理
解
を
深
め
る
た
め
の
分
析
作
業
を

積
極
的
に
主
導
し
て
き
た
。 

　
筆
者
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日
本
政
府
代
表
部
へ

の
出
向
、
大
臣
官
房
国
際
部
で
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農

業
交
渉
へ
の
参
加
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務
局
へ
の
派

遣
等
を
通
じ
て
、
長
期
に
渡
っ
て
こ
う
し
た

我
が
国
の
国
際
戦
略
に
関
与
し
て
き
た
。
ま

た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
勤
務
時
に
そ
の
会
合
に
参
加
す
る
機

会
を
得
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
筆
者
の
こ
う

し
た
実
務
経
験
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国
の
多

面
的
機
能
に
関
す
る
国
際
戦
略
の
成
果
を
評

価
し
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
多
面
的
機
能
の
概

念
に
関
す
る
共
通
理
解
、
②
多
面
的
機
能
に

対
す
る
政
策
の
あ
り
方
、
③
国
際
交
渉
に
お

け
る
支
持
や
協
調
、
と
言
う
3
つ
の
課
題
に

つ
い
て
、
こ
う
し
た
国
際
戦
略
の
到
達
度
合

い
を
評
価
し
た
上
で
、
今
回
の
経
験
か
ら
得

ら
れ
た
教
訓
を
ベ
ー
ス
と
し
て
今
後
の
課
題

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
い
。 

  

国
際
機
関
に
お
け
る
 

分
析
作
業
の
概
要
 

 　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
及
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

各
事
務
局
に
対
す
る
我
が
国
の
貢
献
は
、
一

定
の
資
金
や
人
材
の
提
供
を
行
っ
た
上
で
、

農
業
の
多
面
的
機
能
に
関
す
る
分
析
作
業
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
共
通
性
を
有
し

て
い
る
。
他
方
で
、
第
１
表
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
分
析
作
業
の
内
容
や

対
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
機
関
の
特
性
を

農
業
の
多
面
的
機
能
を
巡
る
我
が
国
の
国
際
戦
略
 

そ
の
成
果
と
今
後
の
課
題
 

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
国
際
部
経
済
連
携
チ
ー
ム
　
作
山
　
巧
 

政 策 
情 報 
政 策 
情 報 



〇食料の生産 
〇所得の創出 
〇雇用の提供 

〇余剰労働力の提供 
〇投資のための貯蓄 
〇工業製品に対する市場の提供 
〇外貨収入の獲得 
〇農産加工業向けの原材料の提供 

〇貧困の削減(世帯内) 
〇食料の確保(世帯内) 
 

〇貧困の削減(世帯外) 
〇食料の確保(世帯外) 
〇環境外部性 
〇都市への人口集中の緩和 
〇経済危機時の雇用の緩衝 
〇国民文化の形成 

第２表　ＦＡＯにおける分析作業の対象とされた農業の役割 

価値が市場に反映される 
機能（私的財） 

価値が市場に反映されない 
機能（外部性） 

直接的 

な効果 

間接的 

な効果 

資料：作山（2007） 
注：FAOにおいて分析の対象とされた農業の役割は、本表右下の色塗りの部分である。 

反
映
し
た
相
違
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
に
応
じ
て
成
果
物
の
種
類
や
作
業
結
果
が

も
た
ら
し
た
影
響
も
一
様
で
は
な
い
。 

 （１）

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
 

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
多
面
的
機
能
に
関
す

る
検
討
作
業
は
、
基
本
的
に
先
進
国
を
念
頭

に
置
い
た
も
の
で
、
1
9
9
8
年
3
月
に
行

わ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
農
業
大
臣
会
合
と
そ
れ
に

続
く
５
カ
国
農
相
会
議
で
の
議
論
を
受
け
て
、

1
9
9
9
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
（
作
山
、
２

０
０
６
の
第
５
章
）。
こ
の
検
討
作
業
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
農
業
局
の
経
常
予
算
で
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
我
が
国
は
そ
れ
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
、
自
国
の
専
門
家
を
派
遣
す
る
た
め

の
資
金
拠
出
を
行
っ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
の
分

析
作
業
は
、
①
多
面
的
機
能
の
定
義
を
含
む

分
析
枠
組
み
の
構
築
（「
概
念
分
析
レ
ポ
ー
ト
」

（
O
E
C
D
・
2
0
0
1
）
と
し
て
公
表
）、
②

既
存
の
実
証
研
究
を
活
用
し
た
分
析
枠
組
み

の
検
証
（
2
0
0
1
年
7
月
の
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

多
面
的
機
能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
実
施
）、

③
多
面
的
機
能
に
対
す
る
政
策
手
段
の
あ
り

方
に
関
す
る
含
意
の
導
出
（「
政
策
分
析
レ

ポ
ー
ト
」〈
O
E
C
D
・
２
０
０
３
〉
と
し
て

公
表
）、
の
３
段
階
で
進
め
ら
れ
た
。 

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
最
大
の
成
果
は
、「
概

念
分
析
レ
ポ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
国
際
的
に

通
用
す
る
多
面
的
機
能
の
分
析
枠
組
み
を
確

立
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

事
務
局
が
国
際
的
な
共
通
語
と
し
て
の
経
済

学
に
基
づ
く
分
析
枠
組
み
を
提
供
し
、
そ
れ

を
米
国
や
豪
州
の
よ
う
に
多
面
的
機
能
に
否

定
的
な
加
盟
国
も
交
え
て
議
論
し
た
上
で
、

全
加
盟
国
の
合
意
の
下
で
報
告
書
を
公
表
す

る
と
い
う
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
独
自
の
プ
ロ
セ
ス
が

有
効
に
機
能
し
た
好
例
と
言
え
る
。
ま
た
、「
政

策
分
析
レ
ポ
ー
ト
」
を
含
め
て
、
本
作
業
を

事
務
局
で
主
導
し
た
の
は
、
我
が
国
か
ら
派

遣
さ
れ
た
専
門
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
特
筆
に

値
す
る
。
他
方
で
、
多
面
的
機
能
に
対
す
る

政
策
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、「
政
策
分
析

レ
ポ
ー
ト
」
に
お
い
て
は
、
多
面
的
機
能
の

発
揮
は
農
産
物
の
生
産
量
と
直
接
関
連
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
等
か
ら
、
営
農
の

継
続
を
条
件
と
す
る
も
の
の
生
産
量
と
は
切

り
離
さ
れ
た
直
接
支
払
い
が
最
も
効
率
的
な

政
策
手
段
と
さ
れ
て
お
り
、
多
面
的
機
能
の

保
全
を
一
定
の
国
境
措
置
の
維
持
と
結
び
付

け
る
我
が
国
の
主
張
と
は
異
な
る
面
も
あ
っ

た
（
た
だ
し
、
直
接
支
払
い
に
係
る
行
政
費

用
が
嵩
む
場
合
に
は
、
国
境
措
置
の
方
が
効

率
的
と
な
る
可
能
性
も
排
除
さ
れ
て
い
な
い
）。 

 （２）
Ｆ
Ａ
Ｏ
 

　
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
お
け
る
「
農
業
の
役
割
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
我
が
国
の
資
金
拠
出
に
よ
っ

て
開
発
途
上
国
を
対
象
と
し
た
新
規
の
分
析

作
業
を
立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
2
0
0
0
年

か
ら
2
0
0
3
年
ま
で
を
第
１
フ
ェ
ー
ズ
、

2
0
0
4
年
か
ら
2
0
0
6
年
ま
で
を
第
２

フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
名
称

に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
お
い
て
「
多
面
的

機
能
」
を
冠
し
た
分
析
作
業
を
実
施
す
る
こ

と
は
加
盟
国
の
合
意
が
無
い
と
い
う
経
緯
を

踏
ま
え
（
作
山
前
掲
書
の
第
４
章
）、
持
続
的

な
農
業
・
農
村
開
発
に
果
た
す
「
農
業
の
役

割
」
を
軸
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た

（
坪
田
、
２
０
０
６
）。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
第
１
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
開
発
途
上

国
に
お
け
る
農
業
の
役
割
に
関
す
る
分
析
枠

組
み
の
構
築
と
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南

米
の
1
1
カ
国
に
お
け
る
農
業
の
役
割
の
特

定
、
記
述
、
定
量
化
を
行
っ
た
上
で
、
第
２

フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
農
業
が
果
た
す
貧
困

削
減
や
環
境
便
益
の
提
供
と
い
っ
た
役
割
を

政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
指
針
を
策
定
し

た
（
作
山
〈
２
０
０
７
〉
及
び
作
山
巧
・
国

連
食
糧
農
業
機
関
編
著
〈
２
０
０
７
〉）。 

　
こ
う
し
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
お
け
る
分
析
作
業
に

お
い
て
は
、
ま
ず
、
多
面
的
機
能
の
概
念
に

関
す
る
共
通
理
解
に
関
し
て
は
、
第
１
フ
ェ

ー
ズ
に
お
い
て
、
貧
困
の
削
減
と
い
っ
た
開

発
途
上
国
に
と
っ
て
重
要
な
農
業
の
役
割
を

取
り
込
ん
だ
分
析
枠
組
み
を
構
築
し
、
そ
う

し
た
役
割
の
定
量
的
な
評
価
に
取
り
組
ん
だ

点
は
画
期
的
で
あ
っ
た
（
第
2
表
）。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
分
析

作
業
が
実
施
さ
れ
た
の
は
全
体
か
ら
見
れ
ば

一
部
の
開
発
途
上
国
で
あ
り
、
総
じ
て
加
盟

国
政
府
の
関
与
は
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
等

か
ら
、
こ
う
し
た
概
念
を
広
く
開
発
途
上
国

に
普
及
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、

多
面
的
機
能
に
対
す
る
政
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
第
２
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
農
業

の
貧
困
削
減
や
環
境
便
益
の
提
供
と
い
っ
た

役
割
に
関
す
る
政
策
指
針
を
提
供
し
た
点
は

評
価
に
値
し
よ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
多
面

的
機
能
に
対
す
る
政
策
介
入
は
、
農
業
が
国

民
経
済
に
占
め
る
割
合
が
縮
小
し
希
少
な
存

在
に
な
る
と
言
う
供
給
側
の
条
件
と
、
所
得

水
準
が
向
上
し
て
多
面
的
機
能
に
対
す
る
有

効
需
要
が
高
ま
る
と
い
う
需
要
側
の
条
件
が

前
提
に
な
る
と
い
う
本
作
業
か
ら
得
ら
れ
た

知
見
に
照
ら
せ
ば
、
政
策
指
針
の
適
用
も
そ

う
し
た
政
策
ニ
ー
ズ
が
あ
る
地
域
に
限
ら
れ

る
と
い
う
点
は
否
め
な
い
。 



    国　　名   対象とした多面的機能     国　　名   対象とした多面的機能 

ブルネイ 水田の保水、 ミャンマー 富栄養化防止、 
 人口集中緩和、景観  土壌流亡防止、景観 

カンボジア 洪水緩和、地域活性化 フィリピン 景観、洪水防止、 
   食料安全保障 

インドネシア 洪水防止、土壌流亡 タイ 景観保全、地域福祉、 
 防止、ゴミ浄化  食品安全 

ラオス 地域維持、洪水防止、 ベトナム 所得の平準化、 
 土壌流亡防止  洪水防止、景観 

マレーシア 気候緩和、文化的機能、 シンガポール 作業はないが、 
 地域維持  常に参加、発言多い 

第３表　ASEANにおける分析作業で定量評価の対象とされた機能 

資料：合田（2006） 

（３）
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
 

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
に
対
す
る
我
が
国
の

資
金
拠
出
に
よ
る
「
農
業
の
多
面
的
機
能
評

価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
０
３
年
ま
で
を
第
１
フ
ェ
ー
ズ
、
２
０

０
３
年
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
を
第
２
フ
ェ

ー
ズ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
本
作
業
の
特
徴

と
し
て
は
、
①
水
田
農
業
を
主
な
分
析
対
象

と
し
、
そ
れ
が
有
す
る
農
業
外
へ
の
外
部
経

済
効
果
の
定
量
的
な
評
価
に
特
化
し
て
い
る

こ
と
、
②
我
が
国
の
専
門
家
を
ア
セ
ア
ン
各

国
に
随
時
派
遣
し
て
多
面
的
機
能
の
評
価
手

法
に
関
す
る
指
導
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
政

策
担
当
者
も
参
加
し
た
会
合
で
定
期
的
に
報

告
す
る
こ
と
を
通
じ
た
能
力
開
発
の
要
素
を

伴
っ
て
い
る
こ
と
、
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
本
分
析
作
業
の
成
果
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

９
カ
国
が
自
国
で
重
要
と
考
え
る
農
業
の
多

面
的
機
能
に
つ
い
て
定
量
的
な
評
価
を
行
っ

た
国
別
報
告
書
で
あ
る
（
第
3
表
）。
た
だ
し
、

成
果
の
共
有
は
基
本
的
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
参
加
者
間
に
止
ま
っ
て
お
り
、
ウ
ェ
ッ
ブ

サ
イ
ト
を
通
じ
た
情
報
提
供
や
最
終
成
果
を

と
り
ま
と
め
て
刊
行
す
る
と
言
っ
た
取
組
は

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。 

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
農
業
の
多

面
的
機
能
の
概
念
や
そ
の
定
量
化
の
手
法
に

関
し
て
は
、
我
が
国
専
門
家
の
深
い
関
与
も

あ
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
参
加
者
の

間
で
は
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
（
合
田
、

２
０
０
６
）。
他
方
で
、
多
面
的
機
能
の
概
念

を
巡
っ
て
は
、
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
よ

う
に
発
展
段
階
の
低
い
国
々
で
は
、
食
料
生

産
と
い
う
農
業
の
本
来
機
能
の
発
揮
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
外
部
経
済
効
果
の
み
を
切

り
離
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
問

題
も
明
ら
か
と
な
っ
た
（
矢
部
、
２
０
０
３
、

合
田
、
２
０
０
４
）。
ま
た
、
多
面
的
機
能
に

対
す
る
政
策
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
面
的
機
能
の
定
量
評
価
に

焦
点
を
絞
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
か
に
し
て
多

面
的
機
能
を
各
国
の
政
策
に
反
映
し
て
い
く

の
か
と
い
う
方
策
に
つ
い
て
は
扱
わ
れ
て
い

な
い
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
で
の
分
析
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
開
発
途
上
国
で
は
多
面
的
機
能
の

存
在
を
認
識
し
た
と
し
て
も
、
資
金
面
等
の

制
約
に
よ
っ
て
そ
れ
が
政
策
対
応
に
直
結
し

な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
事
業
で
行
っ
た

多
面
的
機
能
の
定
量
化
と
そ
の
政
策
へ
の
反

映
に
は
、
依
然
と
し
て
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が

残
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

  

我
が
国
の
国
際
戦
略
の
成
果
 

 　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
各
国
際
機
関

に
お
け
る
多
面
的
機
能
に
関
す
る
検
討
作
業

の
概
観
を
踏
ま
え
て
、
本
項
の
冒
頭
に
述
べ

た
我
が
国
の
国
際
戦
略
に
関
す
る
３
つ
の
課

題
の
達
成
度
を
評
価
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
次

の
よ
う
に
総
括
で
き
よ
う
。 

　
ま
ず
、「
多
面
的
機
能
の
概
念
に
関
す
る

共
通
理
解
」
と
い
う
第
１
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
相
当
程
度
達
成
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

特
に
、
成
果
の
公
表
に
全
加
盟
国
の
合
意
を

要
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
い
て
、
多
面
的
機
能

に
関
す
る
共
通
の
概
念
が
確
立
さ
れ
た
こ
と

の
持
つ
意
味
合
い
は
大
き
く
、
特
に
概
念
分

析
レ
ポ
ー
ト
は
、
多
面
的
機
能
に
関
し
た
議

論
を
行
う
上
で
の
基
本
文
献
と
し
て
、
依
然

と
し
て
内
外
で
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
ま
た
、
開
発
途
上
国
に
関
し
て
も
、

特
に
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
お
い
て
は
、
我
が
国

専
門
家
が
深
く
関
与
し
た
多
面
的
機
能
の
定

量
的
評
価
の
活
動
を
通
じ
、
政
策
担
当
者
や

研
究
者
の
間
で
一
定
の
理
解
が
進
ん
だ
も
の

と
評
価
で
き
る
。 

　
他
方
で
、
第
２
の
課
題
で
あ
る
「
多
面
的

機
能
に
対
す
る
政
策
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

は
、
各
国
際
機
関
で
の
分
析
作
業
や
議
論
を

通
じ
て
、
我
が
国
と
他
の
先
進
国
、
及
び
先

進
国
と
開
発
途
上
国
と
の
間
で
の
相
違
点
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
多
面

的
機
能
の
保
全
と
一
定
の
国
境
措
置
の
維
持

と
を
結
び
付
け
る
我
が
国
の
主
張
に
対
し
、

同
じ
く
多
面
的
機
能
を
重
視
す
る
欧
州
諸
国

の
多
く
は
、
多
面
的
機
能
は
総
じ
て
直
接
支

払
い
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
作
山
前
掲
書
の
第
10
章
）。
更
に
、
開
発

途
上
国
に
至
っ
て
は
、
農
業
が
多
面
的
な
機

能
を
有
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
し
て
も
、

食
料
生
産
と
い
っ
た
農
業
の
本
来
的
な
機
能

の
確
保
が
最
優
先
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

所
得
水
準
が
低
い
た
め
に
多
面
的
機
能
の
よ

う
な
非
経
済
的
な
役
割
に
対
す
る
有
効
需
要

も
乏
し
い
と
い
う
事
情
か
ら
、
多
面
的
機
能

に
対
す
る
政
策
ニ
ー
ズ
は
必
ず
し
も
高
く
な

い
（
作
山
前
掲
書
の
第
９
章
）。 

　
最
後
に
、「
国
際
交
渉
に
お
け
る
支
持
や

協
調
」
と
い
う
第
３
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

第
１
及
び
第
２
の
課
題
の
達
成
か
ら
は
更
に

距
離
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ

の
背
景
と
し
て
は
、
1
つ
に
は
、
既
に
述
べ

政 策 
情 報 



た
よ
う
な
事
情
か
ら
、
多
面
的
機
能
に
対
す

る
政
策
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
我
が
国
と
認
識

を
一
に
す
る
国
々
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
と

い
う
実
態
面
で
の
要
因
が
指
摘
で
き
よ
う
。

更
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
お
け
る
議
論
の

流
れ
と
関
連
付
け
て
み
れ
ば
、
交
渉
マ
ン
デ

ー
ト
の
設
定
か
ら
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
巡
る
議
論

へ
の
進
展
の
中
で
、
多
面
的
機
能
の
是
非
と

言
っ
た
概
念
的
な
問
題
か
ら
関
税
削
減
方
式

の
よ
う
な
個
別
事
項
を
巡
る
対
立
へ
、
そ
し

て
先
進
国
間
の
対
立
か
ら
開
発
途
上
国
の
発

言
力
増
大
に
伴
う
「
特
別
か
つ
異
な
る
待
遇
」

（
Ｓ
＆
Ｄ
）
を
巡
る
先
進
国
と
開
発
途
上
国

と
の
対
立
へ
と
、
交
渉
に
お
け
る
対
立
軸
が

大
き
く
変
化
し
、
も
は
や
多
面
的
機
能
の
是

非
が
交
渉
上
の
合
従
連
衡
を
規
定
す
る
よ
う

な
事
項
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
が

最
大
の
要
因
と
言
え
よ
う
。 

  

今
後
の
課
題
 

 　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
農
業
の
多
面

的
機
能
に
関
す
る
分
析
作
業
と
い
う
特
定
の

事
例
で
は
あ
る
が
、
国
際
的
な
相
互
依
存
関

係
が
強
ま
る
中
で
、
国
際
機
関
を
舞
台
に
し

て
行
わ
れ
る
様
々
な
分
野
で
の
ル
ー
ル
作
り

に
我
が
国
の
立
場
を
反
映
さ
せ
て
い
く
上
で
、

今
回
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
国
際
機
関
を
活
用
し
た
分
析
作

業
の
特
徴
と
し
て
は
、
①
構
想
か
ら
成
果
が

出
る
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
（
今
回

の
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
も
４
年
、
Ｆ

Ａ
Ｏ
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
７
年
を
要
し
て
い

る
）、
②
そ
の
間
に
様
々
な
与
件
が
変
化
し
、

我
が
国
と
し
て
確
保
す
べ
き
目
標
や
戦
略
の

変
更
を
迫
ら
れ
る
こ
と
、
③
主
導
権
を
確
保

す
る
上
で
国
際
機
関
や
関
連
す
る
会
合
へ
の

専
門
家
派
遣
が
有
効
で
あ
る
こ
と
、
の
３
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。 

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
国

際
機
関
に
お
け
る
活
動
の
特
徴
が
、
農
林
水

産
省
を
含
め
た
我
が
国
中
央
官
庁
の
体
制
や

人
事
慣
行
と
は
必
ず
し
も
整
合
し
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
諸
点
に

関
す
る
我
が
国
の
現
状
は
、
①
人
事
異
動
が

頻
繁
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
本
省
の
担
当
者

だ
け
で
な
く
事
務
局
へ
の
派
遣
職
員
ま
で
も

が
途
中
で
交
代
し
、
首
尾
一
貫
し
た
継
続
性

の
あ
る
対
応
が
困
難
で
あ
る
、
②
そ
の
た
め

に
、
事
業
の
開
始
時
に
策
定
さ
れ
た
目
標
や

進
め
方
に
関
す
る
戦
略
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
与
件
の
変
化
に
伴
っ

た
対
応
が
十
分
で
な
い
、
③
特
定
分
野
の
専

門
家
を
育
成
す
る
と
い
う
視
点
が
乏
し
い
た

め
に
、
国
際
機
関
で
主
導
権
を
発
揮
で
き
る

よ
う
な
専
門
性
を
有
す
る
人
材
が
必
ず
し
も

育
っ
て
い
な
い
、
と
要
約
で
き
よ
う
。 

　
こ
う
し
た
問
題
は
、
経
済
の
相
互
依
存
の

深
化
に
伴
っ
て
国
際
機
関
を
活
用
す
る
機
会

が
増
え
る
と
い
う
展
開
を
通
じ
て
、
我
が
国

中
央
官
庁
の
体
制
や
人
事
慣
行
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
鞘
寄
せ
を
求
め

ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
今
後
、
我
が
国
が
国
際
機
関
を
活

用
し
た
ル
ー
ル
作
り
に
積
極
的
に
関
与
し
て

い
こ
う
と
す
れ
ば
、
①
国
際
機
関
へ
の
対
応

に
当
た
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
在
籍
期
間
の

長
期
化
や
相
互
に
関
連
性
の
あ
る
ポ
ス
ト
へ

の
計
画
的
な
異
動
等
を
通
じ
て
、
継
続
性
の

あ
る
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
②

複
数
の
機
関
が
関
与
す
る
長
期
に
渡
る
事
業

に
関
し
て
も
、
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

政
策
評
価
を
行
う
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、
達
成
す
べ
き
目
標
や
戦
略
を
不
断
に

見
直
す
こ
と
、
③
海
外
留
学
時
の
専
攻
と
そ

の
後
の
業
務
経
験
を
関
連
付
け
る
と
い
っ
た

配
慮
を
通
じ
て
、
常
日
頃
か
ら
国
際
機
関
で

通
用
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
、
と

い
っ
た
取
組
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
筆
者
と
し

て
は
、
今
回
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
、

特
定
の
個
人
で
は
な
く
組
織
全
体
で
糧
と
し

て
、
今
後
よ
り
効
果
的
な
対
応
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。 

 《
謝
辞
》 

　
本
稿
の
草
稿
に
対
し
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日

本
政
府
代
表
部
の
新
藤
光
明
書
記
官
よ
り
有

益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
記
し

て
感
謝
し
た
い
。 

 
【
引
用
文
献
】 

〇
合
田
素
行
（
２
０
０
４
）「
海
外
出
張
報
告
―
第
４
回

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
多
面
的
機
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門
家
会

合
」『
農
林
水
産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ
ー
』
第
12
号
、

農
林
水
産
政
策
研
究
所
 

〇
合
田
素
行
（
２
０
０
６
）「
海
外
出
張
報
告
‐
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
多
面
的
機
能
の
評
価
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
専
門
家
会
議
」『
農
林
水
産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ

ー
』
第
18
号
、
農
林
水
産
政
策
研
究
所
 

〇
作
山
巧
（
２
０
０
６
）『
農
業
の
多
面
的
機
能
を
巡
る

国
際
交
渉
』
筑
波
書
房
 

〇
作
山
巧
（
２
０
０
７
）「
開
発
途
上
国
に
お
け
る
農
業

の
多
様
な
役
割
―
Ｆ
Ａ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
知

見
と
教
訓
」『
世
界
の
農
林
水
産
』
第
8
0
6
号
、

国
際
食
糧
農
業
協
会
 

〇
作
山
巧
・
国
連
食
糧
農
業
機
関
編
著
（
２
０
０
７
）『
開

発
途
上
国
に
お
け
る
農
業
の
役
割
―
Ｆ
Ａ
Ｏ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
の
教
訓
』
国
際
農
林
業
協
働
協
会
 

〇
坪
田
邦
夫
（
２
０
０
６
）「
農
業
の
多
面
的
機
能
―
国

際
議
論
の
動
向
」『
世
界
の
農
林
水
産
』
第
8
0
0

号
、
国
際
食
糧
農
業
協
会
 

〇
矢
部
光
保
（
２
０
０
３
）「
海
外
出
張
報
告
―
日
・
ア

セ
ア
ン
多
面
的
機
能
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」『
農
林
水

産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ
ー
』
第
10
号
、
農
林
水
産
政

策
研
究
所
 

〇
O
E
C
D
（
2
0
0
1
） 

　
 

 

　（
空
閑
信
憲
・
作
山
巧
・
菖
蒲
淳
・
久
染
徹
訳
（
２
０

０
１
）『
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
リ
ポ
ー
ト
―
農
業
の
多
面
的
機
能
』

農
山
漁
村
文
化
協
会
） 

〇
O
E
C
D
（
2
0
0
3
） 

　 

 

　（
荘
林
幹
太
郎
訳
（
２
０
０
４
）『
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
レ
ポ
ー

ト
―
農
業
の
多
面
的
機
能
―
政
策
形
成
に
向
け
て
』

家
の
光
協
会
） 
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